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緒  言 

 
独立行政法人産業技術総合研究所地質調査総合センター（Geological Survey of Japan）では，活断
層研究センターが中心となって活断層の研究・調査を毎年計画的に実施している．この研究・調査

については，国の地震調査研究推進本部で策定された施策に基づき，関係機関と連携して実施する

と共に，その成果を迅速に公表することが求められている．それに答えるため，本「活断層・古地

震研究報告」を地質調査総合センターの管理の下で，定期機関刊行物として発行している． 
活断層研究センターは，1995年兵庫県南部地震後，旧工業技術院地質調査所が国の主たる実施機
関として組織的に取り組んできた活断層調査事業を引き継いで実施する責務を持ち，地質調査総合

センターにおける地震調査研究の中核的研究組織である．活断層研究センターでは，平成 14 年度
の重点研究課題として，1）全国主要活断層等の研究，2）活断層データベース及び活構造図等の研
究，3）活断層のセグメンテーションの研究，及び 4）地震・津波被害予測の研究を推進した．この
うち，1）の研究は，日本列島の主要 98活断層の調査を自治体等と分担して早期に完了し，それら
の評価を行うことを目的としており，活断層研究センターの最重要研究課題と位置づけている． 
本「活断層・古地震研究報告」第 3 号には，主として，平成 14 年度に実施した活断層及び古地
震に関する研究・調査の結果が取りまとめられ，全部で 22論文が掲載されている．全国主要 98活
断層については，北海道の黒松内低地断層帯，仙台市付近の長町－利府線断層帯，石川県の邑知潟

断層帯，富山・岐阜県境域の牛首断層，長野県の境峠断層と木曽山脈西縁断層帯，及び大阪府の上

町断層帯の合計 7つの活断層の調査結果が報告されている．このうち，邑知潟断層帯の調査は，北
陸電力株式会社との共同研究として実施されたものである．この他，上町断層帯と生駒断層帯を一

連の断層システムとして捉えた構造モデル，2000年鳥取県西部地震に伴う地殻変動の測地測量結果，
並びに同地震の震源域における地質構造解析に関する論文も掲載されている．このうち，鳥取県西

部地震地域における地質構造解析の研究は，深部地質環境研究センターが原子力安全・保安院から

の委託により実施した「地層処分にかかる地質情報データの整備」の一環として行われたものであ

る．更に，山口大学及び山口県と連携して研究を開始した山口県の大原湖断層帯に関する初年度の

研究成果も報告されている． 
活断層データベースについては，地震調査研究推進本部の施策の中で新たに産総研が実施すべき

業務として位置づけられたものであり，今回は構築すべきデータベースの構造とデータ構成につい

ての検討結果が報告されている．また，活断層のセグメンテーションの研究については，海外の地

震断層の調査研究成果として，2001年に中国で発生した崑崙山中部地震（Mw 7.8）とトルコ北アナ
トリア断層系の研究成果が報告されている． 
地震被害予測の研究の成果としては，阪神地域の 3次元地盤構造モデル，不均質応力場における

上町及び生駒断層帯の動的破壊過程，及び活断層情報に基づく不均質震源モデルによる地震動予測

の 3つの論文が掲載されている．また，津波被害予測の研究の成果として，北海道道東地域の津波
堆積物の研究に基礎をおく 3件の研究が報告されている．これらの研究ついては，関係自治体の防
災対策の基礎資料として有効に活用されることを期待したい． 
この「活断層・古地震研究報告」は，活断層図等の発行と共に，活断層研究センターの主要な成

果報告と位置づけられるものである．今後とも，活断層評価並びに防災行政に有効に活用されるよ

う迅速な報告を心がけると共に，より信頼される活断層情報として，内容の充実を図り，努力を惜

しまず，多くの期待に答えられるようにしたいと考えている．是非，読者諸氏のご助言を賜りたい． 
また，活断層研究センターでは，独自の研究成果のみならず，近年，種々の関連研究により，急

速に蓄積されている活断層情報について，内外の協力を得て，研究者や防災担当者などが広く利用

することのできるデータベース・ライブラリーの整備を進めている．活断層情報に関するナショナ

ルデータセンターとしての機能を充実させ，情報の公開・流通に更に力を注いでいきたい． 
最後になりましたが，平成 14 年度の活断層の研究・調査に際しては，関係自治体，教育委員会，地

元自治会，土地所有者，諸官公庁の皆様に深いご理解とご協力を賜りました．ここに厚くお礼申し上げ
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ます．また，現場での作業を担当した各地質コンサルタント会社調査員の方々のご協力に篤くお礼申し

上げます． 
 

平成 15年 11月 20日 
 

活断層研究センター  センター長 佃 栄吉 
同         副センター長 杉山雄一 
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